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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 6日 (2006.4.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 以 下 の 工 程
ｉ ） オ レ フ ィ ン と 過 酸 化 水 素 と を エ ポ キ シ 化 触 媒 及 び ア ル コ ー ル 溶 剤 の 存 在 で 反 応 さ せ 、
そ の 際 、 過 酸 化 水 素 を 、 過 酸 化 水 素 １ ０ ～ ７ ０ 質 量 ％ を 含 有 す る 水 溶 液 と し て 、 又 は 貴 金
属 触 媒 と ア ル コ ー ル と の 存 在 で 水 素 と 酸 素 と を 反 応 さ せ る こ と に よ り 製 造 さ れ た ア ル コ ー
ル 溶 液 と し て 使 用 す る 工 程 ；
ｉ ｉ ） 生 成 物 で あ る 酸 化 オ レ フ ィ ン と 未 反 応 オ レ フ ィ ン と を 工 程 ｉ ） の 反 応 生 成 物 か ら 分
離 す る 工 程 ；
ｉ ｉ ｉ ） ア ル コ ー ル 溶 剤 を 含 有 す る 流 れ を 回 収 す る 工 程
に よ る 、 オ レ フ ィ ン を エ ポ キ シ 化 す る た め の 方 法 に お い て 、
ｉ ｖ ） 工 程 ｉ ｉ ｉ ） の 回 収 さ れ た 流 れ に 水 素 添 加 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 、 オ レ フ ィ ン を エ ポ キ シ 化 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 回 収 さ れ た 溶 剤 流 が 、 酸 化 オ レ フ ィ ン ２ 質 量 ％ 未 満 及 び 未 反 応 オ レ フ ィ ン １ 質 量 ％ 未 満
を 含 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 酸 化 オ レ フ ィ ン と 未 反 応 オ レ フ ィ ン と を 分 離 し た 後 の 生 成 物 流 に 水 素 添 加 を 行 い 、 水 素
添 加 さ れ た 流 れ か ら ア ル コ ー ル 溶 剤 を 分 離 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ア ル コ ー ル 溶 剤 を 含 有 す る 回 収 さ れ た 流 れ を 、 反 応 生 成 物 の 後 処 理 方 法 の 種 々 の 工 程 か
ら 生 じ る 溶 剤 流 と 組 合 せ 、 組 み 合 わ せ た 溶 剤 流 に 水 素 添 加 を 行 う 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 更 に 以 下 の 工 程
ｖ ） 場 合 に よ り 、 水 素 添 加 工 程 ｉ ｖ ） か ら 生 じ る 溶 剤 流 を 精 製 す る 工 程 、 及 び



ｖ ｉ ） 溶 剤 を 再 利 用 す る 工 程
を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 溶 剤 流 の 精 製 の 工 程 ｖ ） が 、 以 下 の 工 程
ａ ） 水 素 添 加 工 程 ｉ ｖ ） か ら 生 じ る 溶 剤 流 の ｐ Ｈ を ７ 未 満 に 調 整 す る 工 程 、 及 び
ｂ ） 工 程 ａ ） か ら 生 じ る 流 れ を 蒸 留 す る 工 程
を 含 む 、 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 溶 剤 を 少 な く と も 部 分 的 に エ ポ キ シ 化 工 程 ｉ ） に 再 循 環 さ せ る 、 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ア ル コ ー ル 溶 剤 を 含 有 す る 回 収 さ れ た 流 れ が 、 カ ル ボ ニ ル 化 合 物 、 ア セ タ ー ル 及 び ／ 又
は ケ タ ー ル を 不 純 物 と し て 含 有 し 、 そ の 際 、 前 記 の 不 純 物 の レ ベ ル を 水 素 添 加 工 程 ｉ ｖ ）
に よ り 低 下 さ せ る 、 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 有 機 溶 剤 を 含 有 す る 流 れ が ア セ ト ア ル デ ヒ ド を 含 有 し 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド を 水 素 添 加 工
程 ｉ ｖ ） で エ タ ノ ー ル に 還 元 す る 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 工 程 ｉ ｖ ） に お い て 、 回 収 さ れ た 溶 剤 流 に 、 ０ ． ５ ～ ３ ０ Ｍ Ｐ ａ の 水 素 分 圧 で 不 均 一 接
触 水 素 添 加 を 行 う 、 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 水 素 添 加 を 、 少 な く と も ２ Ｍ Ｐ 水 素 分 圧 で 、 少 な く と も ８ ０ 温 度 で 運 転 す る 、
請 求 項 １ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 触 媒 を 、 Ｒ ｕ 、 Ｒ ｈ 、 Ｐ ｄ 、 Ｐ ｔ 、 Ａ ｇ 、 Ｉ ｒ 、 Ｆ ｅ 、 Ｃ ｕ 、 Ｎ ｉ 及 び Ｃ ｏ か ら 成 る 群
か ら 選 択 さ れ た １ 種 以 上 の 金 属 を 含 む 担 持 触 媒 か ら 選 択 し 、 そ の 際 、 ラ ネ ー ニ ッ ケ ル 及 び
ラ ネ ー コ バ ル ト の 双 方 は Ｒ ｕ 、 Ｒ ｈ 、 Ｐ ｄ 、 Ｐ ｔ 、 Ａ ｇ 、 Ｉ ｒ 、 Ｆ ｅ 、 Ｃ ｕ 、 Ｎ ｉ 及 び Ｃ
ｏ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ た １ 種 以 上 の 金 属 で ド ー ピ ン グ さ れ て い

い 、 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 触 媒 担 体 を 、 活 性 炭 、 及 び 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ 、 Ｚ ｒ Ｏ ２ 及 び Ａ ｌ ２ Ｏ ３ か ら 選 択 さ
れ た 金 属 酸 化 物 、 Ｓ ｉ 、 Ａ ｌ 、 Ｔ ｉ 及 び Ｚ ｒ の う ち 少 な く と も ２ 種 を 含 む 混 合 酸 化 物 、 及
び そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 す る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 水 素 添 加 を 、 ０ ． ５ ～ ５ ｍ ｍ の 直 径 及 び １ ～ １ ０ ｍ ｍ の 長 さ を 有 す る ペ レ ッ ト の 形 状 の
固 定 床 触 媒 を 用 い て 実 施 す る 、 請 求 項 １ ０ か ら １ ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 水 素 添 加 を 固 定 床 触 媒 を 用 い て 実 施 し 、 回 収 さ れ た 溶 剤 流 を 細 流 方 式 で 触 媒 床 に 導 通 さ
せ る 、 請 求 項 １ ０ か ら １ ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 水 素 添 加 を 、 付 加 的 な 冷 却 な し で 水 素 添 加 反 応 器 中 で 実 施 す る 、 請 求 項 １ ０ か ら １ ５ ま
で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 反 応 工 程 ｉ ） か ら の 生 成 物 流 が 、 オ レ フ ィ ン 、 酸 化 オ レ フ ィ ン 、 ア ル コ ー ル 溶 剤 、 過 酸
化 水 素 及 び 水 を 含 有 し 、 そ の 際 、 前 記 の 生 成 物 流 を 、 前 置 蒸 発 器 中 で 、 オ レ フ ィ ン 、 酸 化
オ レ フ ィ ン 及 び ア ル コ ー ル 溶 剤 を 含 有 す る 塔 頂 生 成 物 と 、 ア ル コ ー ル 溶 剤 、 過 酸 化 水 素 及
び 水 を 含 有 す る 塔 頂 生 成 物 と に 分 離 し 、 そ の 際 、 生 成 物 流 と 共 に 導 入 さ れ た 有 機 溶 剤 の 全
量 の １ ０ ～ ６ ０ ％ を 塔 頂 生 成 物 と 共 に 除 去 し 、 残 留 物 が 塔 底 生 成 物 中 に 残 留 し 、 そ の 際 、
塔 底 生 成 物 を 水 素 添 加 工 程 ｉ ｖ ） で 処 理 す る 、 請 求 項 １ か ら １ ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載
の 方 法 。
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【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 置 蒸 発 の 塔 底 生 成 物 を 、 水 素 添 加 の 前 の 処 理 で 回 収 さ れ た そ の 他 の 溶 剤 流 と 組 み 合 わ
せ る 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 ９ ５ ％ を 上 連 行 さ れ た 酸 化 オ レ フ ィ ン を 塔 頂 生 成 物 と 共 に 除 去 し 、 ９ ０ ％ を 上
連 行 さ れ た 水 を 塔 底 生 成 物 と 共 に 除 去 す る 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 オ レ フ ィ ン を Ｃ ２ ～ Ｃ ６ オ レ フ ィ ン か ら 選 択 し 、 触 媒 が チ タ ン シ リ カ ラ イ ト で あ り 、 溶
剤 が メ タ ノ ー ル で あ る 、 請 求 項 １ か ら １ ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 オ レ フ ィ ン が プ ロ ペ ン で あ る 、 請 求 項 １ か ら ２ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 プ ロ ペ ン を プ ロ パ ン と 混 合 し て 使 用 す る 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 プ ロ パ ン が プ ロ パ ン の １ ０ 体 積 ％ 以 下 の 量 で 存 在 す る 、 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 反 応 工 程 か ら の 生 成 物 流 が 、 以 下
プ ロ ペ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ５ ～ ２ ０ 質 量 ％
プ ロ パ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 質 量 ％
酸 化 プ ロ ペ ン 　 　 　 　 　 　 ５ ～ ３ ５ 質 量 ％
メ タ ノ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 ３ ５ ～ ８ ０ 質 量 ％
水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ～ ４ ０ 質 量 ％
過 酸 化 水 素 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ～ ５ 質 量 ％
副 生 成 物 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ～ ８ 質 量 ％
チ タ ン シ リ カ ラ イ ト 触 媒 　 質 量 ％
を 含 有 し 、
前 置 蒸 発 器 か ら の 塔 頂 生 成 物 が 、 以 下
プ ロ ペ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ～ ４ ０ 質 量 ％
プ ロ パ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ 質 量 ％
酸 化 プ ロ ペ ン 　 　 　 　 　 　 １ ５ ～ ７ ５ 質 量 ％
メ タ ノ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ～ ８ ５ 質 量 ％
水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 質 量 ％
を 含 有 し 、
前 置 蒸 発 器 か ら の 塔 底 生 成 物 が 、 以 下
酸 化 プ ロ ペ ン 　 　 　 　 　 　 質 量 ％
メ タ ノ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 ３ ０ ～ ８ ０ 質 量 ％
水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ ～ ６ ５ 質 量 ％
過 酸 化 水 素 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ～ ５ 質 量 ％
副 生 成 物 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ～ １ ０ 質 量 ％
チ タ ン シ リ カ ラ イ ト 触 媒 　 ０ 質 量 ％
を 含 有 す る 、 請 求 項 １ ７ か ら １ ９ ま で の い ず れ か １ 項 に 従 属 す る 請 求 項 ２ １ か ら ２ ３ ま で
の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 置 蒸 発 器 か ら の 塔 頂 生 成 物 を 少 な く と も 部 分 的 に 凝 縮 し 、 酸 化 プ ロ ペ ン の 沸 点 よ り も
低 い 沸 点 を 有 す る 成 分 を 場 合 に よ り 凝 縮 物 か ら ス ト リ ッ ピ ン グ し 、 そ の 後 、 凝 縮 物 を 、 水
を 抽 出 剤 と し て 使 用 し て 抽 出 蒸 留 し 、 そ の 際 、 酸 化 プ ロ ペ ン を 含 有 す る 塔 頂 生 成 物 、 及 び
メ タ ノ ー ル と 水 と を 含 有 す る 塔 底 生 成 物 を 回 収 し 、 塔 底 流 に 、 場 合 に よ り 反 応 工 程 ｉ ） へ
の 再 循 環 の 前 に 水 素 添 加 を 行 う 、 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 チ タ ン シ リ カ ラ イ ト 触 媒 が 反 応 混 合 物 中 に 懸 濁 さ れ て 存 在 し 、 前 置 蒸 発 器 か ら の 塔 底 生
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成 物 中 に 存 在 す る チ タ ン シ リ カ ラ イ ト を 、 塔 底 生 成 物 に 水 素 添 加 を 行 う 前 に 、 固 ／ 液 分 離
に よ り 除 去 す る 、 請 求 項 ２ ４ 又 は ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 エ ポ キ シ 化 触 媒 が 固 定 床 と し て 存 在 す る 、 請 求 項 １ か ら ２ ５ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 エ ポ キ シ 化 触 媒 が １ ～ ５ ｍ ｍ の 直 径 を 有 す る 押 出 物 で あ る 、 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 方 法 。
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